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環
境
に
配
慮
し
た
建
設
工
事

　

平
成
26
年
10
月
の
開
館
に
向
け
昨
年
８
月
に
着
手
し
た

建
設
工
事
は
、
現
在
、
大
ホ
ー
ル
の
鉄
骨
工
事
、
小
ホ
ー

ル
や
大
ス
タ
ジ
オ
の
外
壁
工
事
、
美
術
館
の
基
礎
工
事
を

中
心
に
進
め
て
お
り
、
夏
に
は
建
物
全
体
の
形
が
見
え
て

き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
環
境
配
慮
の
た
め
の
上
田
市
産
木
材
の
使

用
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

上田市産木材を使用
　交流・文化施設の建設工事では、環
境への配慮と温かみのある空間づくり
のため、上田市産木材を積極的に使用
します。
　大ホールの内装は、天井には杉、壁
にはカラマツをそれぞれ使用し、各施
設につながる大廊下である交流プロム
ナードにも、カラマツ材を使用します。
　施工にあたっては、実際の色合いや
質感、また音響性能を確保するための
形状や施工方法を確認するため、実物
大の試作品を用いて検討しています。
　なお、これら木材の使用にあたって
は、不燃性や耐久性を高めるための処
理も十分に行っています。

工事現場の状況（４月）

大ホール

小ホール

大ホール完成イメージ

試作品による検討の様子

交
流
・
文
化
施
設
の
建
設
工
事
と
開
館
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

〜
市
民
が
集
い
、
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
拠
点
の
整
備
に
向
か
っ
て
〜

交流・文化施設
整備検討シリーズ

Vol.11
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木のぬくもりのあるデザイン
　各施設をつなぐ交流プロムナードの１階は、コンク
リート壁の上にカラマツ集成材を等間隔で縦格子状に
連続させています。２階は、カラマツ木材を縦に組合
せた縦リブ張りの壁面とし、大ホールは横リブ張りの
壁面、小ホールは板張りの壁面となり、それぞれ異なっ
た表情をもちながらも、木のぬくもりを感じられる空
間としています。

上田市有林の
間伐材を使用
　工事で使用する木材は、市の森林整備の
一環として実施している間伐事業のうち、
昨年11月から今年３月にかけて市有林約
14haで実施した際の間伐材を使用してい
ます。
　間伐を行うと、混み合った森林の中で樹
木が適度な間隔を保ち、枝葉を大きく広げ
られるようになります。このことで樹木の
成長が促進され、CO2の吸収率も高まりま
す。長野県の調査によると、間伐による
CO2の削減効果は、１haあたり4.7tであり、
交流・文化施設での間伐材使用の効果とし
ては、約66tと試算されます。
　このほかにも太陽光発電や地下水・地中
熱の利用、自然光の取り入れなど、自然エ
ネルギーを有効利用し環境負荷の低減を図
ります。
　このように、交流・文化施設の整備は、
市の環境保全にも貢献しています。

試作品による検討の様子

交流プロムナード模型

小ホール模型

大ホール壁面のカラマツ材（右下写真の拡大）

カラマツ
縦 格 子カ ラ マ ツ

縦リブ張り

カ ラ マ ツ
横リブ張り
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～桜堤の植樹式を開催しました～
　建設用地南側の堤防沿いでは、千曲川の自然に親しみ、新たな憩

いこ

いと安らぎの場所となるよう整備する市民緑地・広場の一
部として、桜堤の整備を進めています。この事業は、千曲川の堤防道路沿い約400ｍにかけて45本の桜（ソメイヨシノ）を植
樹し遊歩道や照明設備を整備するもので、このたび、用地の造成工事と桜の植樹工事が完了し４月６日に植樹式を開催しまし
た。45本の桜のうち20本は、上田東ロータリークラブから植樹工事も含めて寄贈いただきました。当日は、上田東ロータリー
クラブの滝澤修一会長からごあいさつをいただき、また、地域の住民の皆さんに親しんでもらえるよう、近隣自治会の皆さん
や小学生にも参加いただきました。

開
館
に
向
け
た
先
行
事
業
の
実
施

　

建
設
工
事
が
着
実
に
進
捗
す
る
一
方
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
開
館
に
向
け
て
、
期
待
や

夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
様
々
な
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
月
に
は
、
文
化
・

芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
〜
交
流
・
文
化
施
設
へ
の
期
待
と
夢
を
膨

ら
ま
せ
る
〜
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。
３
月
22
日
に

は
、
実
行
委
員
会
に
よ
る
運
営
で
、
市
長
と

落
語
家
の
立
川
談
春
さ
ん
、
立
川
談
慶
さ
ん

に
よ
る
対
談
な
ど
を
行
う「
文
化
の
薫
る
ま

ち
づ
く
り
の
集
い
」の
第
１
弾
が
開
催
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
対
談
の
様
子
は
、
裏
表
紙

の「
読
者
通
信
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大ホール

小ホール

美術館

桜　堤

上田東ロータリークラブ滝澤会長からのごあいさつ 地元小学生による植樹

交流・文化施設完成イメージ

「～交流・文化施設への期待と夢を膨らませる～
文化の薫るまちづくり実行委員会」の会議の様子
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市
民
協
働
・
育
成
の
取
組

　

昨
年
末
、
建
設
用
地
の
一
角
に「
ミ
ニ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」が
オ
ー
プ
ン
し
、
地
元
美
術

団
体
有
志
の
皆
さ
ん
の
絵
画
展
や
、
市
内
高
等

学
校
美
術
部
の
生
徒
達
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
来
場
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
現
場
の
仮
囲
い
の
壁
面
に
は
、

上
田
地
域
の
高
等
学
校
７
校
の
美
術
部
員
の
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
市
内
保
育

園
・
幼
稚
園
児
の
作
品
を
展
示
す
る
予
定
も
あ

り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
場
と

し
て
の
取
組
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

安
全
で
使
い
や
す
い

施
設
を
目
指
し
て

　

交
流
・
文
化
施
設
開
設
準
備
室
で
は
、
組
織

体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
舞
台
関
係
で

は
、
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
で
技
術
監
督
を
務

め
、
長
野
県
県
民
文
化
会
館
な
ど
で
も
経
験
の

あ
る
職
員
を
嘱
託
の
舞
台
技
術
監
督
と
し
て
迎

え
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ホ
ー
ル
で
日
頃
の
成
果

を
発
表
す
る
際
に
、
よ
り
安
全
で
、
使
い
や
す

い
舞
台
環
境
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。

市
民
と
と
も
に

歩
み
育
て
る
施
設
と
し
て

　

交
流
・
文
化
施
設
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
夢
や
希
望
を
膨
ら
ま
せ
、
施
設
を
積
極
的

に
活
用
し
、
と
も
に
歩
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
な

施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
建
設
や
事

業
展
開
な
ど
、
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
交
流
・
文
化
施
設
開
設
準
備
室
の
現

地
事
務
所
で
は
、施
設
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
や
、

資
料
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
今
後
は
工
事
現
場
の

見
学
会
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
広
報
う
え
だ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

交
流
・
文
化
施
設
開
設
準
備
室

　
　

TEL
23
・
５
２
１
９

　
　

開
設
準
備
室
現
地
事
務
所

　
　

TEL
／
FAX
26
・
５
６
２
１

　
　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

koryubunka@
city.ueda.nagano.jp

上田染谷丘高校美術班によるライブペインティング

ミニ・ミュージアムでの文化団体の絵画展 工事用仮囲いでの作品展示

美術館工事状況・基礎工事の最終段階です
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エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
、
関
連
す
る
施
策
に
対
す
る
指
標
を
増
や
し
、

施
策
の
効
果
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
努

め
ま
し
た
。

資
源
循
環
型
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

　

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
歩
み
を
よ
り

一
層
進
め
る
た
め
、
資
源
循
環
型
施
設
の
建
設
に
つ

い
て
、
環
境
施
策
を
修
正
し
ま
し
た
。

放
射
線
対
応
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
に
よ
り
、
大
気

中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
対
す
る
市
の
対
応

に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

水
資
源
保
全
に
つ
い
て

　

近
年
、
外
国
資
本
な
ど
に
よ
る
森
林
買
収
や
大
量

取
水
に
よ
る
地
下
水
位
低
下
な
ど
の
懸
念
が
生
じ
、

関
心
の
高
ま
っ
て
い
る
水
源
林
や
水
資
源
の
保
全
に

関
す
る
動
向
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
「
上
田
市
環
境
基
本
計
画（
中
間
見
直
し
版
）」は
、

市
役
所
本
庁
舎
２
階
生
活
環
境
課
、
各
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
平
成
20
年
３
月
に
上
田
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

望
ま
し
い
将
来
の
環
境
像
を「
森
・
水
・
風
・
人　
ふ
れ
あ
い
共
に
生
き
る　
環
境
未
来
都
市　
う
え
だ
」と

し
て
、
持
続
可
能
な
社
会
と
未
来
に
誇
り
う
る
自
然
環
境
共
生
都
市
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
計
画
の
中
間
達
成
状
況
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
問
題

を
取
り
巻
く
社
会
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
中
間
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
間
見
直
し
で
は
、
主
に
次
の
点
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

上田駅前太陽光発電パネル

石舟浄水場

つちや水源

　  生活環境課　TEL23・5120 6



●たき火などを始める前の注意点
・周囲に燃えやすいものがない場所で行いましょう。
・乾燥注意報などが出ているときや、風の強いときはやめましょう。
・必ず水バケツなどによる消火の準備をしましょう。
・田畑の枯草焼きは、大勢で行い、また、必ず防火帯を作ってから行い
ましょう。
・火災気象通報が発表された場合は、たき火などの自粛をお願いします。

●たき火をしているときの注意点
・火が消えるまで、その場を離れないようにしましょう。
・火の粉が飛ばないように少しずつ燃やしましょう。
・田畑の枯草焼きは風下から行いましょう。

●たき火が終わった後の注意点
・再び燃え出さないよう完全に火が消えたことを確認しましょう。

たき火などによる火災が多発しています
火災を起こさないよう注意しましょう！

　今年４月15日までの火災の発生状況は、昨年
の同時期と比べ、13件増の30件となっており、
この40年で最も火災が多く発生しています。（右
図参照）
　特に３月から４月にかけては、市内で田畑の
枯れ草焼きなどから火災に発展したケースが非
常に多く、３月は枯れ草焼きなどが原因の火災
が16件発生しました。その中には、建物や山林
に延焼し、けが人が発生した事例もあります。
　こうした火災は、一人ひとりの火の取扱いに
対する“ちょっとした不注意”“過信”が原因と
なっています。
　たき火などを行うときは、もう一度、次の事
項に十分注意して、火災を絶対起こさないよう
にしましょう。

　上田地域広域連合消防本部予防課　TEL26・0029

火災の主な原因（平成24年上田市の火災件数：50件）

平成24年中の上田市の火災発生件数は50件で、うち、たき火の不始末や、たき火
の拡大による火災が16件と最も多くなっています。
たき火を行う際には、以下の点に注意してください。

たき火を原因とするもの（16件）

今年は、例年になく春先から降水量が少
なく、空気が乾燥しています。
また、午後には風が強くなることが多く、
連日、長野地方気象から「火災気象通報」
が発表されています。

◆たき火を実施する場合は最寄りの消防署へ届出をしましょう
◆上田中央消防署　TEL26・0019　　◆上田南部消防署　TEL38・0119　　◆上田東北消防署　TEL36・0119
◆川 西 消 防 署　TEL31・0119　　◆丸 子 消 防 署　TEL42・0119　　◆真 田 消 防 署　TEL72・0119
◆依田窪南部消防署　TEL68・0119

平成19年５月５～７日、たき火が原因で
発生した林野火災（古安曽地区）

7



I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

自作の甲冑を着て参加してみませんか？
上田城甲冑隊　隊員募集！
　真田氏ゆかりの赤い甲

かっ

冑
ちゅう

を着て、上田真田まつりなどのイベ
ントに一緒に参加できる方を募集します。ほら貝を吹ける方、
吹いてみたい方も歓迎します。
対　象 　18歳以上の方（性別・住所は不問）
内　容 　真田の郷・信州上田を盛り上げる上田城甲冑隊とし

て、赤い甲冑を着て、真田関連や姉妹都市でのイベ
ントに参加します。甲冑は１～２年かけて製作しま
す。

申し込み 　５月31日㈮までに、電話で上田城甲冑隊へ。お電
話いただいた方には、後日「申込書」を郵送します。

　上田城甲冑隊（小林）　TEL27・2189 

「災害時相互応援に関する協定」を締結しました
上田市・練馬区・上尾市
　市は、東京都練馬区、埼玉県上尾市とそれぞれ締結していた災害時応援
協定を見直し、３市・区が連携する「災害時相互応援に関する協定」として、
４月３日、上尾市において合同調印式を行いました。
　今回の協定締結は、東日本大震災の発生直後、練馬区から市に対して給
水の打診があり、練馬区に水を提供後、上田に戻ることなく、途上の上尾
市から水を調達し、練馬区に給水する方法を練馬区と上尾市に提案したこ
とがきっかけとなっています。
　調印を終え、志村豊

と

志
し

郎
ろう

練馬区長（写真中央）から、「災害はいつ起こる
かわからない。３者の連携強化のためには日ごろからの交流が基礎とな
る。顔の見える関係づくりを目指したお付き合いをお願いしたい」、島村穰

みのる

上尾市長（写真右）は、「単に防災だけでなく様々な形で３者間の交流を深
めていくことが、これからの安全・安心なまちづくりに役立つことができ
る。それぞれのノウハウを活かし、切磋琢磨しながら発展へつなげていき
たい」。そして母袋市長（写真左）は、「協定締結は、上尾市、練馬区、上田
市に暮らす計約108万人の住民の安全・安心を確保する上で大変重要な意
味を持つものであり、災害時の備えとしてはこれ以上ない強固な連携体制
が整ったものと確信している。平時・有事を問わず連携体制強化を推進し
ていきたい」とあいさつがありました。
　この協定により、いずれかの市・区が地震などで被災した際、残りの２
者が協力して給水支援などを行うことができ、広域応援体制の充実を図り
災害に強い安全・安心なまちづくりの実現に向けて大きく前進することに
なります。
　  危機管理防災課　TEL21・0123
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TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所 TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

広報・情報施策のあり方を検討
上田市地域情報化推進委員会委員募集
応募資格 　市内在住の20歳以上の方（公募により他の審議会へ参画されている方は、応募できません）
募集人員 　若干名
任　期 　委嘱の日から２年間
報　酬 　市の条例に基づき支給
審議内容 　第二次上田市情報化基本計画の取組状況を評価・検証するとともに、広報・情報施策への提言および情報提供のあ

り方について審議します。
応募方法 　広報情報課、または上田市ホームページにある所定の申込書に必要事項を記入し、広報情報課に提出してください。

後日、面接により決定します。
応募締切 　５月20日㈪
　  広報情報課　TEL23・8241

会員を募集しています
ファミリー・サポート・センター講習会
　ファミリー・サポート・センターでは、子育てに役立つ講習会を開催するとともに、会員の募集を行います。
◇講習会
受付時間 　12：30～12：50
場　所 　ふれあい福祉センター
対　象 　子育ての援助をしていただける方
参加費 　無料（託児あり・要予約）
申し込み 　講習会は５月16日㈭（託児は５月10日

㈮）までに、電話またはFAXでファミ
リー・サポート・センター本部へ。

◇会員募集　
依頼会員（子育ての援助を受けたい人）
　市内在住、または在勤のおおむね生後３か月～
12歳児の保護者
提供会員（子育ての援助ができる人）
　市内在住で子どもを自宅で預かれる方、乳幼児や児童の保育に熱意のある方
両方会員 　依頼会員、提供会員両方に該当する方
料　金 　月～金曜日7：00～19：00（祝日・年末年始除く）／１時間600円、その他の時間／１時間700円。入会金・年会費無料
申し込み 　入会者（保護者）の顔写真（２×３㎝）２枚と印鑑を持参のうえ、ファミリー・サポート・センター本部へ。
　ファミリー・サポート・センター本部　TEL/FAX21・3016
　　丸子支部　TEL43・2566　　真田支部　TEL72・2998　　武石支部　TEL85・2466

日時/内容

開催日 講習時間 内　　　　　容

５月16日㈭
13：00～14：00 ファミリー・サポート・センターの説明
14：10～15：30 子どもの遊び

５月17日㈮
13：00～14：20 子どもの事故と安全対策
14：30～15：30 子どもの食事・健康管理

５月22日㈬
13：00～14：00 チャイルドシートの着用
14：10～15：30 子どもの身体の発達と病気

５月23日㈭
13：00～14：30

子どもの心の成長とその背景
保育の心・子どもの世話

14：40～15：30 サブリーダーとの交流

9
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ア･ラ･カルト情報

Information A La Carte

お
知
ら
せ

信
濃
川
水
系
河
川
整
備
計
画

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

国
が
管
理
す
る
区
間
の
河
川
整
備
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
千
曲
川
・
犀
川
流
域

の
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
意
見
を
伺
う

た
め
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
22
日
㈬
午
後
６
時
30
分
〜

８
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
定
員　

先
着
50
名
程
度

　

千
曲
川
河
川
事
務
所
調
査
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
７
・
９
４
３
４

う
え
だ
環
境
市
民
会
議
と

講
演
会

　

う
え
だ
環
境
市
民
会
議
で
は
、
吉
岡
剛つ
よ
し

氏（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
研
究
所
）を
迎
え
、「
地
域
主
導
型
の

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
講

演
会
後
、
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30
分

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

大
会
議
室

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
資
格

取
得
講
習
会
の
開
催

　

消
防
法
で
規
定
さ
れ
る
防
火
管
理
者
と

し
て
の
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
定
員　

約
１
０
０
人

●
参
加
費　

上
小
防
火
管
理
者
協
議
会
員

３
５
０
０
円
、
一
般
５
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

５
月
14
日
㈫
午
前
９
時
以

降
、
消
防
本
部
予
防
課
、
ま
た
は
丸
子
・

東
御
・
真
田
・
依
田
窪
南
部
の
各
消
防

署
窓
口
へ
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防

　
　

課

　
　

TEL
26
・
０
０
２
９

身
体
障
が
い
者
住
宅
改
修
費
の

一
部
を
補
助

　

浴
室
、
台
所
、
洗
面
所
、
玄
関
、
階
段

な
ど
の
整
備
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
常

時
使
用
す
る
も
の
に
限
り
、
住
宅
改
修
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象　

次
の
①
〜
④
全
て
に
該
当
す
る

方
。
①
市
内
在
住
で
、
下
肢
・
体
幹
・

視
覚
の
機
能
障
が
い
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
〜
３
級
の
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
未
満
の
方
。
②
前
年
の
所
得
税
額

が
合
計
８
万
円
以
下
の
世
帯
に
属
す
る

方
。
③
過
去
に
住
宅
改
修
費
の
制
度
を

利
用
し
て
い
な
い
方
。
④
市
税
に
滞
納

が
な
い
方

●
内
容　

対
象
経
費
の
う
ち
最
高
70
万
円

が
補
助
対
象
事
業
費
と
な
り
ま
す（
う

ち
自
己
負
担
額
１
割
）。

※
希
望
件
数
が
多
い
場
合
、
重
度
の
障
が

い
が
あ
り
、
必
要
性
の
高
い
方
を
優
先

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
締
切　

５
月
31
日
㈮

※
用
意
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す

の
で
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

上
小
山
び
こ
会

公
開
講
演
会

　

上
小
山
び
こ
会（
精
神
障
が
い
者
家
族

会
）で
は
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族

同
士
が
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
定
期
的
に

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

５
月
14
日
㈫
午
後
２
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
演
題
／
講
師　

精
神
疾
患
の
あ
れ
こ
れ

〜
そ
の
原
因
と
対
応
法
に
つ
い
て
〜
／

吉
田
朋と
も

孝た
か

氏（
滝
澤
病
院
院
長
）

●
対
象　

精
神
障
が
い
者
お
よ
び
家
族
、

精
神
障
が
い
者
の
支
援
に
つ
い
て
学
び

た
い
方

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
費
無
料
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

第
13
回
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ

サ
ロ
ン
へ
の
お
誘
い

　

上
小
地
域
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ウ
イ
ン
グ
で
は
、
視
覚
障
が
い
の

方
々
の
生
活
の
質
の
向
上
と
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
を
目
指
し
て
、今
年
も「
エ
ン
ジ
ョ

イ
ラ
イ
フ
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
19
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

●
場
所　

東
御
市
梅
野
記
念
絵
画
館
・
ふ

れ
あ
い
館

●
内
容　

美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
と
共
に
船
山
滋し
げ

生お

の
彫
刻
作
品
な
ど

を
鑑
賞
。
そ
の
後
、
陶
芸
家
、
角す
み

り
わ

お
知
ら
せ

今
月
の
表
紙

　優しいハープの音がホールに
響き渡ります。３月25日、春休
み中の小学生や子育て支援室を
訪れた親子でにぎわう武石児童
館「ふれんず」でアルパ演奏会が
開催されました。アルパは小型
のハープで南米パラグアイの民
族楽器。民族衣装に身を包んだ
演奏者の中田早

さ

伃
よ

子
こ

さん（生田）
が、アルパのオリジナル曲や子
どもたちも知っている「イッツ・
ア・スモールワールド」「となり
のトトロ」など10曲を演奏して
くれました。演奏会終了後、子
どもたちは楽器を囲み、「いい音
がするね」と初めてのアルパの
感触を楽しんでいました。

武石児童館でアルパ演奏会
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

お
知
ら
せ

子
氏
の
指
導
の
も
と
、
陶
芸
を
楽
し
み

ま
す
。
世
界
に
唯
一
の
自
分
の
作
品
を

作
り
ま
し
ょ
う
！

●
対
象　

視
覚
障
が
い
者
、
弱
視
の
方
、

そ
の
家
族

●
集
合　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
に
午
後
０
時
50
分
集
合（
会
場
に
直

接
行
か
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

●
申
し
込
み　

５
月
14
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

上
小
地
域
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ

　
　

ン
タ
ー
・
ウ
イ
ン
グ

　
　

TEL
28
・
５
５
２
２

発
達
障
が
い
者
支
援

シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク
を
制
定

　

県
で
は
、
県
民
が
発
達
障
が
い
や
そ
の

支
援
に
関
心
を
持
ち
、
正
し
く
理
解
す
る

機
運
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
発
達
障
が

い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
も
安
心
感
を
持

て
る
よ
う
、
発
達
障
が
い
者
支
援
の
シ
ン

ボ
ル
・
マ
ー
ク「
結ゆ
い

」を
制
定
し
ま
し
た
。

●
デ
ザ
イ
ン　
「
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
」は
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
・
カ

ラ
ー
。「
鳥
の
形
」は
山
を
越
え
て
広
が

る
正
し
い
知
識
。「
結
ぶ
形
」は
地
域
・

社
会
、
人
と
人
が
し
っ
か
り
結
び
着
い

た
支
援
を
表
し
て
い
ま
す（
作
者
／
吉

沢
緩ひ
ろ

子こ

氏
）。

●
使
用
手
続
き
な
ど　

①
シ
ン
ボ
ル
・

マ
ー
ク「
結
」を
掲
載
・
使
用
す
る
方

は
、
使
用
申
請
書
を
県
健
康
長
寿
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
②
発
達
障
害
者

サ
ポ
ー
タ
ー
、発
達
障
害
ペ
ア
レ
ン
ト
・

メ
ン
タ
ー
、
発
達
障
害
サ
ポ
ー
ト
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
国
・
県
・
市
町
村
の
機

関
は
こ
の
手
続
き
を
省
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
③
指
定
の
色（
白
黒
印
刷
の
場

合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）と
形
の
使

用
を
原
則
と
し
ま
す
。
④
発
達
障
が
い

者
支
援
に
支
障
が
あ
る
場
合
、
県
は
使

用
者
に
対
し
使
用
の
中
止
を
求
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

長
野
県
健
康
長
寿
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
０
９

な
が
の
創
業
サ
ポ
ー
ト

オ
フ
ィ
ス
分
室　

プ
レ
オ
ー
プ
ン

　

県
で
は
、
県
内
経
済
を
担
う
新
た
な
企

業
の
育
成
を
図
る
た
め
、
公
益
財
団
法
人

長
野
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
、
総

合
相
談
窓
口「
な
が
の
創
業
サ
ポ
ー
ト
オ

フ
ィ
ス
」を
開
設
し
、
創
業
サ
ポ
ー
ト
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
４
月
１
日
に
信
州
大
学
と
連
携

し「
な
が
の
創
業
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
」の

分
室（
相
談
受
付
窓
口
）を
プ
レ
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

●
分
室
の
概
要　

創
業
に
つ
い
て
相
談
予

約
受
付
を
行
い
、
な
が
の
創
業
サ
ポ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
へ
取
り
次
ぎ
ま
す
。
予
約

が
入
る
と
、
な
が
の
創
業
サ
ポ
ー
ト
オ

フ
ィ
ス
ス
タ
ッ
フ
が
分
室
に
出
張
し
、

事
業
化
へ
向
け
た
相
談
・
助
言
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者　

当
面
、
信
州
大
学
の
学
生
を

対
象
と
し
、
順
次
、
県
内
大
学
の
学
生
、

地
域
の
創
業
意
欲
あ
る
若
者
へ
と
拡
大

す
る
予
定
。

●
設
置
場
所　

松
本
産
学
官
連
携
室（
産

学
官
連
携
推
進
本
部
／
松
本
市
）、
上

田
産
学
官
連
携
室（
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

／
上
田
市
）、
長
野
産
学
官
連
携
室（
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
・
支
援
セ
ン
タ
ー

／
長
野
市
）、
伊
那
・
南
箕
輪
産
学
官

連
携
室（
農
学
部
／
南
箕
輪
村
）

　

長
野
県
経
営
支
援
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
９
５

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
78
回
市
民
公
開
講
座

　

放
射
線
検
査
の
種
類
や
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
放
射
線
技
師
が

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　

放
射
線
検
査
あ
れ
こ
れ

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

　４月12日、創業111周年を記念した地域貢献活動の一環とし
て、有限会社東郷堂から36台のAED（自動体外式除細動器）を
寄附いただき、市長から感謝状の贈呈を行いました。
　AEDは、心肺停止状態の方に対する心室細動を取り除き、
心臓の働きを元に戻すことを試みる機械で、講習を受ければ小
学生でも操作ができます。
　今回の寄附を受け、母袋市長は「まだまだ未設置の施設や増
設を要望する施設があり、また、イベントなどへのAEDの貸
し出しの要望も多いことから、今後、市民に有効活用してもら
えるよう配置していきたい」と話しました。

４月に訪問した方の中から紹介します。
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
NAGANO

 W
INE

の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
オ
ー
プ
ン

　

県
で
は
、
長
野
県
産
ワ
イ
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
更
に
推
進
す
る
た
め
、

N
ナ

　

ガ

　

ノ

A
GA
N
O
 W

ワ
　
イ
　
ン

IN
E 

を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
県
内

外
の
方
々
にN

A
GA
N
O
 W
IN
E

や
県
内

各
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
そ
の
魅
力
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ワ
イ
ン
を
切
り

口
に
、
信
州
の
食
や
工
芸
品
、
ま
た
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
情
報
な
ど
も
幅
広
く
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。

●
概
要　

N
A
GA
N
O
 W
IN
E

の
魅
力
、

県
内
各
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
概
要
、
ワ
イ
ン

を
探
す（
ワ
イ
ン
の
検
索
、
味
わ
え
る

店
、
買
え
る
店
）、
長
野
県
原
産
地
呼

称
管
理
制
度
、
そ
の
他
ワ
イ
ン
に
関
す

る
内
容
を
定
期
的
に
紹
介
し
ま
す
。

●
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.nagano-

w
ine.jp

　

長
野
県
観
光
部
信
州
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
２
４
９

催　

し

第
８
回
新
緑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

●
日
時　

５
月
26
日
㈰
午
前
９
時
〜（
受

付
８
時
30
分
）

●
集
合
場
所　

上
田 

道
と
川
の
駅

●
内
容　

新
緑
の
川
西
林
道
と
浦
野
川
沿

い
を
歩
く
コ
ー
ス（
約
９･

５
㎞
）

●
参
加
費　

一
般
１
０
０
０
円
、
小
・
中

学
生
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
員
５
０
０

円
●
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
帽

子
、
タ
オ
ル
、
防
寒
具
な
ど

●
そ
の
他　

参
加
賞
あ
り
。
天
候
に
よ
り

中
止
の
場
合
あ
り
。

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
左
記
事
務

局
へ
。
当
日
受
付
も
可
能
で
す
。

　

上
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
　
（
上
田
ス
タ
ー
商
会
：
大
井
）

　
　

TEL
75
・
０
１
８
９

丸
子
図
書
館
お
は
な
し
会

　

開
館
１
周
年
を
記
念
し
て
、
お
は
な
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
大
型
絵

本
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
企
画
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午
前
10

時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
図
書
館
研
修
室

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

江
戸
文
学
散
歩

　

池
波
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
江
戸
城
外

堀
跡
、
愛あ

た

宕ご

神
社
、
増ぞ

う

上じ
ょ
う

寺じ

周
辺
を
講
師

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

●
日
時　

６
月
５
日
㈬
午
前
６
時
出
発
、

午
後
８
時
解
散（
予
定
）

●
場
所　

東
京
都

●
案
内
人　

鶴
松
房ふ

さ

治は
る

氏（
池
波
正
太
郎

記
念
文
庫
指
導
員
）

●
対
象　

５
月
30
日
㈭
の
事
前
学
習
会
に

参
加
で
き
る
方
。

●
参
加
費　

５
０
０
０
円
程
度（
昼
食
代
、

保
険
代
含
む
）

●
定
員　

先
着
28
名

●
申
し
込
み　

５
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

歌
謡
シ
ョ
ー
開
催

●
日
時　

５
月
13
日
㈪
午
後
０
時
30
分
〜

（
２
時
間
程
度
）

●
場
所　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

●
入
場
料　

な
し（
通
常
入
館
料
の
み
）

●
内
容　

歌
謡
シ
ョ
ー
／
宮
原
歌
謡
教
室

の
皆
さ
ん
と
三
浦
良
太
さ
ん（
キ
ン
グ

レ
コ
ー
ド
）

　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

ま
ち
歩
き
で
歴
史
を
学
ぶ

西
部
地
域
バ
イ
パ
ス
沿
い
編

　
「
西
部
・
塩
尻
地
域
歴
史
遺
産
マ
ッ
プ
」

を
片
手
に
、
ま
ち
歩
き
の
第
５
弾
を
西
部

地
域
の
バ
イ
パ
ス
付
近
で
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
26
日
㈰
午
前
９
時
〜
11
時

30
分

●
見
ど
こ
ろ　

虚こ

空く

蔵ぞ
う

尊そ
ん

堂ど
う

、鎌か
ん

原ば
ら

神
社
、

須す

波わ

三み

穂ほ

神
社
な
ど

●
集
合
場
所　

西
部
公
民
館

●
持
ち
物　

筆
記
具
、
雨
具
、
飲
み
物

●
定
員　

先
着
20
名

●
申
込
期
間　

５
月
８
日
㈬
〜
23
日
㈭

●
申
し
込
み　

電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記

窓
口
へ（
参
加
費
無
料
）。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

城
南
公
民
館
ま
つ
り
を
開
催

　

城
南
公
民
館
・
解
放
会
館
の
開
館
１
周

年
を
記
念
し
て
、｢

城
南
公
民
館
ま
つ
り｣

を
開
催
し
ま
す
。
演
芸
会
、
カ
ラ
オ
ケ
、

将
棋
道
場
、
健
康
麻
雀
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き

矢
ゲ
ー
ム
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す（
参
加
費
無

料
）。

●
日
時　

５
月
25
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
頃

●
場
所　

城
南
公
民
館

●
内
容　

午
前
の
部（
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
頃
）／
演
芸
会（
楽
器
演
奏
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
、
腹
話
術
、
マ
ジ
ッ
ク
、

南
京
玉
す
だ
れ
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き

売
り
）。
午
後
の
部（
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
頃
）／
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
ゲ
ー
ム

（
中
学
生
以
下
対
象
・
要
申
し
込
み
）、

カ
ラ
オ
ケ
、
健
康
麻
雀
、
将
棋
道
場
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験（
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
、
ペ
タ
ン
ク
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ

ン
グ
）

　

城
南
公
民
館　

TEL
27
・
７
６
１
８

お
知
ら
せ
／
催
し
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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図
書
館
員
と
た
ま
ご
た
ち
の

お
は
な
し
会

　

図
書
館
員
と
上
田
女
子
短
期
大
学
の
学

生
に
よ
る
お
は
な
し
会
で
す
。
読
み
聞
か

せ
の
あ
と
に
絵
本
選
び
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
の
で
、
図
書
館
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
18
日
㈯
午
前
11
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
内
容　

当
日
の
お
楽
し
み

●
対
象　

幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

上
田
子
ど
も
劇
場
地
域
公
演

「
風
の
子
バ
ザ
ー
ル
」

　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
生
の
舞
台

か
ら
得
ら
れ
る
感
動
を
」と
の
願
い
を
込

め
て
第
35
回
上
田
子
ど
も
劇
場
地
域
公
演

を
行
い
ま
す
。

●
日
時
／
場
所　

①
５
月
17
日
㈮
午
後
６

時
30
分
／
塩
田
公
民
館
、
②
５
月
18
日

㈯
午
前
11
時
／
川
西
公
民
館
、
③
５
月

18
日
㈯
午
後
４
時
45
分
／
丸
子
文
化
会

館
、
④
５
月
19
日
㈰
午
前
11
時
／
東
御

市
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、

⑤
５
月
25
日
㈯
午
後
３
時
／
南
小
学

校
、
⑥
５
月
26
日
㈰
午
後
３
時
30
分
／

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

前
売
券
１
３
０
０
円
、
家
族

券
１
０
０
０
円
、
当
日
券
１
５
０
０
円

　

上
田
子
ど
も
劇
場

　
　

TEL
27
・
４
７
５
６

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
イ
ベ
ン
ト

「
宝
の
山
市
」

　

バ
ザ
ー
を
通
し
て
、
物
の
大
切
さ
・
今

あ
る
物
の
活
用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

５
月
25
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

エ
コ
・
ハ
ウ
ス（
上
田
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）

●
内
容　

手
作
り
品
や
、
着
物
・
布
地
・

不
用
品
の
バ
ザ
ー（
掘
り
出
し
物
あ

り
）。
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

エ
コ
・
ハ
ウ
ス　

TEL
23
・
５
１
４
４

第
８
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

ク
ロ
ー
バ
ー
杯
参
加
者
募
集

　

市
民
の
健
康
増
進
と
交
流
、
お
よ
び
ゴ

ル
フ
の
普
及
を
ね
ら
い
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

①
７
月
６
日
㈯
、
②
７
日
㈰
、

③
８
日
㈪
午
前
８
時
〜（
参
加
人
数
に

よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
）

●
場
所　

①
②
上
田
丸
子
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ

オ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
。
③
上
田
菅
平
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
リ
オ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
部
門　

男
子
一
般
、
シ
ニ
ア
、
グ
ラ
ン

ド
シ
ニ
ア
、
レ
デ
ィ
ー
ス

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
一
般
男
女

●
定
員　

①
１
４
０
名
、
②
１
７
０
名
、

③
１
４
０
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
別
途
、
①
②

プ
レ
ー
代
：
メ
ン
バ
ー
６
４
３
０
円
、

ビ
ジ
タ
ー
９
５
０
０
円
。
③
プ
レ
ー
代

（
メ
ン
バ
ー
６
４
３
０
円
、
ビ
ジ
タ
ー

７
３
０
０
円
）全
て
食
事
、
乗
用
カ
ー

ト
、
セ
ル
フ
プ
レ
ー
料
金
で
す
。
当
日

支
払
。

●
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

の
上
、
５
月
14
日
㈫
〜
６
月
21
日
㈮
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、
丸
子
総
合
体

育
館
、
真
田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所

窓
口
へ
。
で
き
る
だ
け
４
人
１
組
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

第
41
回
東
信
美
術
展

　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
の
展
覧

会
で
す
。
会
員
か
ら
の
出
展
の
ほ
か
、
一

般
か
ら
の
作
品
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま

す
。

●
日
時　

５
月
12
日
㈰
〜
19
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
５
時（
最
終
日
は
午
後
４
時

ま
で
）

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
入
場
料　

大
人
４
０
０
円（
75
歳
以
上
、

障
が
い
者
、
高
校
生
以
下
は
無
料
）

　

東
信
美
術
会
事
務
局（
小
林
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
４
０
６
・
２
５
７
９

上
田
華
道
協
会
い
け
ば
な
展

〜
初
夏
を
い
け
る
〜

　

若
手
を
中
心
に「
初
夏
」を
テ
ー
マ
に
18

流
派
、
50
点
余
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
18
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

６
時
／
５
月
19
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

●
場
所　

上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料　

無
料

　

上
田
華
道
協
会（
古
沢
）

　
　

TEL
82
・
３
７
２
７

講
座
・
教
室

は
じ
め
て
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
基
本
操
作
、
文
字
入
力
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
、
ア
プ
リ
の
活
用

な
ど
を
、
実
機
を
使
っ
て
学
び
ま
す
。

●
日
時　

６
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に
興
味
が
あ
る
方
、

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
い
始
め
た
方

●
定
員　

先
着
20
名（
最
小
催
行
人
数
５

名
）要
事
前
申
込

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
１
５
７
５
円
）

●
申
し
込
み　

５
月
18
日
㈯
〜
６
月
７
日

㈮
に
、
左
記
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

催
し
／
講
座
・
教
室
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

Illustrator

講
座（
Ｃ
Ｓ
６
使
用
）

　

Illustrator

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

を
対
象
に
、
ち
ら
し
や
本
格
的
な
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
ツ
ー
ル
や
テ
キ
ス

ト
の
扱
い
方
、
Ｗ
ｅ
ｂ
画
像
な
ど
の
作
成

方
法
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

６
月
17
日
・
24
日
、
７
月
１
日
・

８
日
の
月
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

Illustrator

の
基
本
が
わ
か
る

方
●
定
員　

先
着
20
名（
最
小
催
行
人
数
５

名
）要
事
前
申
込

●
参
加
費　

４
０
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
２
４
１
５
円
）

●
講
師　

児
玉
藤
枝
氏（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

●
申
し
込
み　

５
月
10
日
㈮
〜
６
月
７
日

㈮
に
、
左
記
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

民
話
子
ど
も
語
り
手

養
成
講
座

　

上
田
は
全
国
的
に
も
よ
い
民
話
の
多
い

地
域
で
す
。
子
ど
も
の
語
り
手
が
次
代
の

文
化
発
信
の
担
い
手
に
な
っ
て
も
ら
う
た

め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
９
日
〜
平
成
26
年
３
月
９

日
ま
で
の
毎
月
第
２
日
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
講
師　

稲
垣
勇
一
氏（
塩
田
平
民
話
研

究
所
所
長
）

●
対
象　

小
学
生

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
定
員　

先
着
10
名

●
申
し
込
み　

５
月
20
日
㈪
〜
６
月
７
日

㈮
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

EXCEL

初
心
者
講
座
２
日
間

コ
ー
ス﹇EXCEL2010

使
用
﹈

●
日
時　

６
月
６
日
・
13
日
の
木
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
対
象　

文
字
入
力
の
で
き
る
方

●
参
加
費　

２
５
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
１
２
６
０
円
）

●
定
員　

先
着
20
名（
最
小
催
行
人
数
５

名
）要
事
前
申
込

●
申
し
込
み　

５
月
16
日
㈭
〜
６
月
４
日

㈫
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

は
じ
め
て
の
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

教
室
参
加
者
募
集

●
日
時　

５
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館

●
内
容　

一
辺
25
㎝
の
正
方
形
の
マ
ッ
ト

　

を
並
べ
、
そ
の
上
で
い
ろ
い
ろ
な
パ

タ
ー
ン
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
高
齢
者
の
転
倒
予
防
、

認
知
機
能
向
上
、
体
力
づ
く
り
を
は
じ

め
と
し
て
、
誰
に
も
適
用
で
き
る
新
し

い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

●
定
員　

先
着
50
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
さ
な
だ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
会
員
２
０
０
円
）

●
持
ち
物　

タ
オ
ル（
80
㎝
以
上
）・
飲
み

物
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

５
月
13
日
㈪
午
前
10
時
以

降
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
事
務
局

へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　
　

ブ
事
務
局　

TEL
72
・
２
６
５
７

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

技
能
講
習
受
講
者
募
集

　

新
た
な
技
能
や
知
識
を
身
に
つ
け
て
、

雇
用
・
就
業
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
講
習
最
終
日
に
は
、
合
同

面
接
会（
就
職
相
談
）を
開
催
し
ま
す（
参

加
費
無
料
）。

●
日
時　

６
月
４
日
㈫
〜
19
日
㈬
の
う
ち

９
日
間

●
内
容　

庭
木
・
庭
園
管
理
講
習

●
対
象　

開
講
日
現
在
55
歳
以
上
で
、
雇

用
・
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方
で
脚
立
作

業
の
可
能
な
方
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求

職
登
録
を
し
て
全
日
程
を
受
講
で
き
る

方
。

●
定
員　

20
名（
応
募
多
数
時
は
選
考
）

●
申
し
込
み　

５
月
17
日
㈮
ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
、
ま
た
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
23
・
６
０
０
２

お 知 ら せ

平成25年度
行政相談委員の皆さんです
　行政に対する苦情や意見・要望などを聞いて、
その解決や実現を図るための窓口となるのが、
行政相談委員です。今年度、総務大臣から委嘱
された上田市行政相談委員は次の皆さんです。
（敬称略）

●相談日時　毎月第２火曜日、
　　　　　　午前10時～午後３時
●場所　市役所南庁舎６階真田の間（自宅でも

相談に応じています）。お気軽にご相
談ください。相談は無料で秘密は固く
守られます。

　 生活環境課　TEL22･4140

氏　名 自治会 電話番号

宮沢　由
よし

曻
のり

下之条 27･6779
竹沢　朝

とも

代
よ

柳　沢 38･5807
堀内　　泰

やすし

川辺町 27･9469
古川　悦子 愛宕町 22･5223

小林　篤
あつ

史
し

平　井 44･2405
若林　政夫 真　田 72･4280
伏見　貴昭 藪　合 85･2686

講
座
・
教
室
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絵
本
講
座

　

絵
本
は
文
学
と
美
術
の
幸
福
な
結
び
つ

き
の
芸
術
品
で
す
。
１
冊
の
絵
本
を
深
く

読
む
こ
と
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
９
日
〜
平
成
26
年
３
月
９

日
ま
で
の
毎
月
第
２
日
曜
日
、
午
前
10

時
〜
11
時
30
分（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
講
師　

稲
垣
勇
一
氏（
読
書
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

●
対
象　

大
人

●
参
加
費　

５
０
０
０
円

●
定
員　

先
着
30
名

●
申
し
込
み　

５
月
20
日
㈪
〜
６
月
７
日

㈮
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

第
１
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、対
応
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

５
月
27
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

①
講
演「
ひ
き
こ
も
り
状
態
へ

の
理
解
と
家
族
の
対
応
方
法
」／
竹
内

靖や
す

人と

氏（
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
心
理
士
）、
②
交
流
会

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

５
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

Open your world with English!

参
加
者
募
集

　

英
検
準
２
級
程
度
以
上
の
英
語
講
座
で

す
が
、
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
６
年
前
ま

で
ア
ジ
ア
研
究
を
専
攻
し
、
日
本
各
地
や

世
界
各
国
へ
足
を
延
ば
し
て
い
る
国
際

派
、
ア
メ
リ
カ
出
身
の
サ
ッ
ビ
・
ト
パ
ー

ル
さ
ん
を
講
師
に
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人

や
文
化
、
社
会
史
を
学
び
世
界
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

●
日
時　

５
月
22
日
〜
平
成
26
年
３
月
５

日
ま
で
の
水
曜
日
、
午
後
６
時
45
分
〜

８
時
15
分（
全
20
回
）

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

６
０
０
０
円（
別
途
資
料
代

な
ど
４
０
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

５
月
10
日
㈮
以
降
、
参
加

費
を
添
え
て
左
記
窓
口
へ
。

※
電
話
で
の
仮
予
約
も
可
能
で
す
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

気軽に取り組む節電・省エネの第一歩
シリーズ

　 生活環境課　TEL23･5120

「緑のカーテン」で快適な夏を過ごしましょう

　緑のカーテンは、遮光効果と冷却
効果が注目され、また、夏の消費電
力抑制や二酸化炭素削減に効果が期
待できるだけでなく、植物の緑によ
り、わたしたちの心身を癒

いや

し、自然
のエネルギーも与えてくれます。市
では、市民のみなさんに取り組んで
いただけるよう、朝顔やゴーヤの種
を無償配布します。なお、配布する
種には、市民の方から提供いただい
た種も含まれています。
●配布する種
　朝顔（ヘブンリーブルー・西洋ミッ
クス）・フウセンカズラ・ゴーヤ

●対象者
　市民または市内の事業所や保育
園・幼稚園・学校

●配布期間　５月７日㈫～31日㈮
●配布方法
　生活環境課、各地域自治センター
窓口へ直接申し込み。申込時に
先着順で１軒につき３袋までお
渡しします。

●その他
　収穫した種の一部を翌年用にご提
供ください。また、アンケート
を行いますのでご協力ください。

講
座
・
教
室
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第
２
回

上
小
脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

　
「
脳
卒
中
治
療
の
最
前
線
」を
テ
ー
マ

に
、
医
師
が
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時（
開
場
午
後
１
時
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
演
１「
脳
卒
中
の
診
断
と
治

療
」／
大
澤
道
彦
氏（
信
州
上
田
医
療
セ

ン
タ
ー
副
院
長
）、
講
演
２「
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
で
治
す
脳
卒
中
」／
大
屋
房ふ
さ

一か
ず

氏（
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
脳
神
経

外
科
医
長
）、講
演
３「
脳
卒
中
の
予
防
」

／
鳥
羽
泰
之
氏（
小
林
脳
神
経
外
科
・

神
経
内
科
病
院
院
長
）

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

追
加
募
集

　
「
こ
こ
ろ
」と「
か
ら
だ
」を
育
て
る
組
織

と
し
て
26
種
目
43
の
団
体
で
構
成
さ
れ
、

現
在
約
２
０
０
０
名
の
団
員
が
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

●
種
目　

野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
相
撲
、

乗
馬
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
な
ど
。
詳
し
く
は
上
田
市
体
育
協

会
ま
で
。

●
対
象　

小
学
１
年
生
〜
高
校
３
年
生
の

男
女

●
申
し
込
み　

６
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　
（
一
財
）上
田
市
体
育
協
会

　
　

TEL
27
・
９
４
０
０

日
商
簿
記
３
級
検
定

取
得
準
備
講
座
参
加
者
募
集

　

就
職
へ
の
準
備
と
し
て
、
仕
事
で
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
と
し
て
、
仲
間
と
と
も
に
成

長
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
11
日
〜
11
月
12
日
の
毎
週

火
曜
日
と
、
11
月
15
日
㈮
、
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分（
全
23
回
）

※
８
月
13
日
は
休
み
。

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

６
９
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
６
０
０
０
円
程
度
）

●
申
し
込
み　

５
月
14
日
㈫
以
降
、
参
加

費
を
添
え
て
左
記
窓
口
へ
。

※
電
話
で
の
仮
予
約
も
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
一
週
間
以
内
に
参
加
費
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室

受
講
者
を
募
集

　

レ
デ
ィ
ー
ス
・
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室（
夏

期
）の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
女
性

と
50
歳
以
上
の
男
性

●
日
時　

６
月
12
日
以
降
の
水
曜
日
、
午

前
10
時
〜
正
午（
全
９
回
）

●
場
所　

上
田
太
郎
ゴ
ル
フ
練
習
場

●
参
加
費　

４
０
０
０
円（
別
途
、
実
費
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
申
し
込
み　

５
月
13
日
㈪
〜
６
月
４
日

㈫
に
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
、
ま
た
は
上
田
城
跡
公
園
体
育

館（
木
曜
日
休
館
）、
自
然
運
動
公
園
体

育
館（
木
曜
日
休
館
）、
丸
子
総
合
体
育

館
、
真
田
・
武
石
地
域
各
教
育
事
務
所

窓
口
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

「
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
」

無
料
体
験
会

　

身
体
の
バ
ラ
ン
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・

瞬
発
性
・
柔
軟
性
な
ど
総
合
的
に
養
う
こ

と
が
で
き
る
運
動
量
の
多
い
ダ
ン
ス
で

す
。

●
日
時　

５
月
14
日
㈫
午
後
３
時
〜
４
時

●
場
所　

塩
田
公
民
館

●
対
象　

成
人
男
女

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

な
ど

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

講
座
・
教
室
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

募
集

募 集

平成26年４月１日採用予定の上田市職員を募集します

●受験申込　６月２日㈰～７日㈮午前９時～午後５時に、市役所（募集要項記載の受験申込会場）へ受験者本人が次の
必要書類を持参してください（日曜日も受付。郵送は不可）。

●必要書類　受験申込書、履歴書、80円切手貼付の長型３号封筒（合否連絡用に、受験者の住所・宛名を記入）、保健
師区分の受験者は資格免許証の写し、または修了（卒業）見込証明書

※受験申込書・履歴書は、上田市役所本庁舎１階総合案内および各地域自治センターに備えてあります。また、上田
市ホームページからもダウンロードできます。

●第一次試験　６月30日㈰午前８時30分～（午前８時受付開始）。
●その他　短期大学卒業程度（保育士）、高等学校卒業程度の第一次試験は９月22日㈰に予定しています。
　 人材開発課　TEL23･5332

試験程度 採用予定
人　　員 試験区分 受　　験　　資　　格 試験科目

大学卒業
程　　度 若干名

一般行政事務 昭和58年４月２日以降に生まれた方

教養・専門
土木技術 昭和53年４月２日以降に生れた方

保 健 師
昭和53年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を有する方
（平成26年３月31日までに資格取得見込みの方を含む）
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や
り
た
い
講
座
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
参
加
者
募
集

　

あ
な
た
が
や
り
た
い
講
座
を
企
画
・
運

営
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
自
分
の
宝
に
な
り

ま
す
。

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
対
象　

講
座
企
画
・
運
営
の
初
心
者（
市

内
在
住
・
在
勤
）

※
講
師
に
は
な
れ
ま
せ
ん

●
申
し
込
み　

や
り
た
い
講
座
の
内
容
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
、
５
月
13

日
㈪
〜
６
月
14
日
㈮
に
、
電
話
で
市
民

プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
へ
。

●
そ
の
他　

内
容
に
よ
っ
て
は
、
実
施
で

き
な
い
講
座
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

取
り
分
け
離
乳
食
教
室

　

お
母
さ
ん
の
食
事
の
見
直
し
と
、
３
回

食
に
な
っ
た
頃
の
赤
ち
ゃ
ん
の
離
乳
食
を

大
人
の
食
事
か
ら
取
り
分
け
て
作
り
ま

す
。

●
日
時　

①
５
月
29
日
㈬
、
②
５
月
30
日

㈭
の
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
０
時
30
分

（
受
付
午
前
９
時
30
分
〜
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
話「
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
た
め
の
バ
ラ
ン
ス
食
に
つ
い
て
」、

実
習「
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
を
作

り
、
親
子
で
試
食
す
る
」

●
対
象　

離
乳
食
が
３
回
食
に
な
っ
た
頃

の
赤
ち
ゃ
ん（
９
〜
11
ヶ
月
児
）と
母
親

●
定
員　

先
着
各
10
組（
託
児
有
り
）

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
持
ち
物　

赤
ち
ゃ
ん
手
帳
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
家
庭
で
使

用
し
て
い
る
ご
飯
茶
碗（
母
用
）、
子
ど

も
用
ス
プ
ー
ン
、
お
ん
ぶ
ひ
も
、
お
も

ち
ゃ
、
お
茶
ま
た
は
白
湯

●
申
し
込
み　

５
月
８
日
㈬
〜
24
日
㈮

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

野
外
活
動
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座

　

楽
し
み
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然

体
験
活
動
を
指
導
で
き
る
力
を
身
に
付
け

ま
す
。
指
導
経
験
が
な
く
て
も
、
ア
ウ
ト

ド
ア
が
好
き
な
人
な
ら
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時
／
内
容　

①
５
月
18
日
㈯
午
前
９

時
〜
午
後
２
時
／
登
山
講
習
、
②
６
月

１
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
／
自
然

を
満
喫
し
よ
う（
登
山
の
指
導
補
助
）、

③
６
月
29
日
㈯
午
前
９
時
〜
12
時
／
安

全
講
習
、
④
７
月
28
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
２
時
／
キ
ャ
ン
プ
技
術
講
習
、
⑤

２
月
15
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
／

か
ん
じ
き
を
作
っ
て
冬
の
山
を
歩
こ
う

●
場
所　

①
②
黒く
ろ

斑ふ

山や
ま

、③
④
市
民
の
森
、

⑤
菅
平
高
原

●
講
師　

や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校

●
対
象　

18
歳
以
上
で
、
子
ど
も
を
対
象

に
し
た
自
然
体
験
活
動
に
関
心
が
あ
る

方
。

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

無
料（
た
だ
し
、
食
材
費
、

材
料
費
は
各
自
で
負
担
い
た
だ
き
ま

す
。）

●
申
し
込
み　

５
月
７
日
㈫
〜
15
日
㈬
ま

で
に
電
話
で
左
記
へ
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

み
ん
な
で
作
ろ
う
！

絵
本
制
作
会

　

あ
な
た
の
心
の
中
に
あ
る
想
い
や
伝
え

た
い
こ
と
を
、
あ
な
た
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
絵
本
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
信
州

大
学
・
共
創
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
の
学
生
チ
ー

ム
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
世
界
に
一
冊
し

か
な
い
絵
本
を
共
創
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

５
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・
25
日

㈯
・
26
日
㈰
の
午
後
１
時
〜
４
時（
都

合
に
あ
わ
せ
て
最
低
２
日
参
加
く
だ
さ

い
。）

●
場
所　

18
日
・
19
日
／
上
田
情
報
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
、
26
日
／

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階
会
議
室
、

25
日
／
宿や
ど
り

場ば（
柳
町
の
木こ

楽ら

歩ぼ

２
階
）

●
定
員　

先
着
２
組（
定
員
を
超
過
し
た

場
合
は
、
次
回
を
案
内
し
ま
す
）

●
参
加
費　

７
０
０
０
円（
材
料
費
）

●
申
し
込
み　

５
月
11
日
㈯
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

講
座
・
教
室
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市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。

が
つ
く
と
枝
が
下
が
る
こ
と
か
ら「
シ
ダ
レ
グ
リ
」の
名
称

が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
何
ら
か
の
原
因
で
突
然
変
異
に
よ

り
枝
が
垂
れ
下
が
る
姿
に
変
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

指
定
さ
れ
た
当
時
の
古
木
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
、
残
っ
た
数
本
の
幼
木
を
、
地
元
自
治
会
と

保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
保
存
と
育
成
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

西
内
保
育
園
脇
の
山
道
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
、
大
正
９

年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た「
シ
ダ
レ
グ
リ
の

自
生
地
」が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
樹
高
５
ｍ
以
上
の
古
木

が
群
生
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
、

幼
木
が
数
本
残
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

こ
の
木
の
形
は
、
幹
も
枝
も
ジ
グ
ザ
グ
に
曲
が
り
、
葉

初
級
・
中
級
英
会
話
教
室

受
講
生
募
集

●
期
間　

６
月
〜
平
成
26
年
３
月（
前
期
・

後
期
各
10
回
の
年
間
20
回
）

●
場
所　

丸
子
公
民
館

●
コ
ー
ス　

初
級（
日
本
人
講
師
、
月
２

回
）／
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
、
初

心
者
対
象
。
中
級（
外
国
人
講
師
、
月

２
回
）／
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

●
定
員　

各
20
名

●
受
講
料　

２
万
円（
前
期
・
後
期
各

１
万
円
）

●
申
し
込
み　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

希
望
の
コ
ー
ス
を
、
５
月
10
日
㈮
〜
31

日
㈮
に
、
電
話
で
丸
子
公
民
館
へ
。

●
そ
の
他　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

（
最
少
開
講
人
数
10
人
以
上
）。

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

枯死した親木

現在の幼木

地元保存会の皆さんによる保存作業

地
元
の
力
で
再
生

「
西
内
の
シ
ダ
レ
グ
リ
自
生
地
」
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募　

集

大こ
う
じ
い
ら
ず

豆
畑
の
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

西
塩
田
地
区
の
畑
で
種
ま
き
や
枝
豆
・

大
豆
な
ど
の
収
穫
を
行
い
、
作
物
を
育
て

る
喜
び
を
体
験
し
た
い
方
を
募
集
し
ま

す
。

●
場
所　

上
田
市
前
山（
西
塩
田
地
区
）の

　

畑

●
内
容　

大
豆
種
ま
き
や
収
穫
な
ど
、
年

５
回
程
度
の
交
流
会
。
リ
ン
ゴ
収
穫
体

験
も
あ
り
ま
す
。
初
回
は
６
月
23
日
㈰

に
種
ま
き
交
流
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
定
員　

35
組（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

●
年
会
費　

５
０
０
０
円
／
1
口

●
申
し
込
み　

６
月
３
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
塩
田
営
農
セ
ン

タ
ー
西
塩
田
大
豆
オ
ー
ナ
ー
係

　
　

TEL
38
・
３
１
０
１

美
ヶ
原
高
原
パ
ー
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
活
動
時
期　

毎
年
５
月
上
旬
〜
11
月
上

旬（
美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
開
館

期
間
中
）

●
場
所　

美
ヶ
原
高
原
お
よ
び
そ
の
周
辺

●
内
容

・
自
然
解
説
活
動
／
①
活
動
区
域
内
で
の

ガ
イ
ド
ウ
オ
ー
ク
お
よ
び
解
説
、
②
自

然
保
護
セ
ン
タ
ー
の
観
察
会
な
ど
の
行

事
実
施
補
助
、
③
パ
ト
ロ
ー
ル
。

・
環
境
美
化
活
動
／
①
活
動
区
域
内
で
の

美
化
清
掃
活
動
、
②
外
来
植
物
の
除
去

な
ど

●
対
象　

美
ヶ
原
高
原
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
で
、

年
間
７
日
以
上
活
動
が
可
能
な
方
。

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
事
務
局
へ

（
随
時
受
付
）。

　

美
ヶ
原
観
光
連
盟
事
務
局（
松
本
市

　
　

観
光
温
泉
課
）

　
　

TEL
０
２
６
３
・
34
・
８
３
０
７

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

保
健
師
を
募
集

●
職
務
内
容　

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
相
談
業
務

●
応
募
資
格　

保
健
師
免
許
を
有
し
、
平

成
25
年
４
月
１
日
現
在
60
歳
以
下
の
方

で
、
以
前
市
町
村
で
乳
幼
児
健
診
な
ど

に
従
事
し
た
経
験
が
あ
り
、
か
つ
心

身
と
も
に
健
康
で
職
務
に
専
念
で
き
る

方
。

●
任
用
期
間　

６
月
1
日
〜
平
成
26
年
３

月
31
日

●
勤
務
場
所　

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

●
募
集
人
員　

１
名

●
募
集
期
間　

５
月
27
日
㈪
ま
で
に
履
歴

書
、
保
健
師
免
許
の
写
し
を
発
達
相
談

セ
ン
タ
ー
へ
持
参（
郵
送
不
可
）。

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
お
よ
び
面
接

に
よ
り
決
定

●
勤
務
条
件
・
賃
金　

休
業
日
を
除
く

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
６
時
間
勤
務
）、
労
災
保
険
の
加
入
。

賃
金
は
上
田
市
非
常
勤
職
員
設
置
要
綱

に
よ
り
支
給
。

　

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
24
・
７
８
０
１

市
民
農
園
利
用
者

追
加
募
集

　

市
民
農
園
の
利
用
者
を
追
加
募
集
し

ま
す
。
契
約
後
、
直
ち
に
利
用
で
き
ま

す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
先

着
順
）。

●
追
加
募
集
区
画　

下
之
条
、諏
訪
形
２
、

下
室
賀
１
、
常
磐
城
１
、
常
磐
城
２

●
利
用
料　

５
０
０
０
円
／
年（
１
区
画

（
約
１
０
０
㎡
）

●
申
し
込
み　

電
話
、
ま
た
は
左
記
窓
口

へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ

参
加
者
募
集

◇
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
一
日
体
験

●
日
時　

５
月
11
日
㈯
・
25
日
㈯
午
後
６

時
〜
８
時（
１
回
目
無
料
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

◇
か
っ
ぽ
れ
保
存
会

●
日
時　

５
月
12
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

●
参
加
費　

１
５
０
０
円

●
場
所　

中
央
公
民
館

　

梅
后
流
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
信
州
上
田

　
　

道
場（
岡
崎
）　

TEL
22
・
９
６
９
６

 

募
集
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

八
木
沢
自
治
会（
馬ば

場ば

章あ
き
ら

自
治
会
長
）の
里
山
公
園
整
備
事
業
は
、

八
木
沢
寺
社
保
存
委
員
会
の
前ま
え

島じ
ま

章し
ょ
う

治じ（
左
写
真
右
端
）さ
ん
を
中
心

に
、
自
治
会
役
員
24
人
が
平
成
23
年
か
ら
５
年
計
画
で
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
八
木
沢
地
域
の
兜か
ぶ
と

神
社
の
修
復
と
法ほ
う

輪り
ん

寺じ

の
老

朽
化
に
伴
う
新
築
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
お
宮
・
お
寺
が
あ
る
場

所
を「
八
木
沢
ふ
れ
あ
い
公
園
」と
し
て
整
備
し
、
あ
ず
ま
や
の
建
設

や
遊
歩
道
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
園
は
県
道
１
７
７
号

線
を
別
所
温
泉
方
面
に
進
む
右
手
の
小
高
い
丘
に
あ
り
、
八
木
沢
全

域
を
は
じ
め
塩
田
平
が
見
渡
せ
独と
っ

鈷こ

山さ
ん

な
ど
の
山
々
も
臨の
ぞ

め
ま
す
。

　

あ
ず
ま
や
の
基
礎
の
部
分
や
周
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
は
、
自

治
会
役
員
の
方
々
が
自
ら
セ
メ
ン
ト
を
練
っ
た
り
鉄
筋
を
組
み
込
ん

だ
り
と
い
っ
た
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

集
い
、
ふ
れ
あ
え
る
場
所
に
な
る
よ
う
に
と
、
子
ど
も
用
に
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー

ト
や
鉄
棒
も
手
作

り
で
設
置
し
ま
し

た
。遊
歩
道
で
は
、

夏
と
秋
に
地
域
の

方
を
講
師
に
お
願
い
し
、
草
花
な

ど
の
自
然
観
察
会
を
行
い
、
30
〜

40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
と
今
年
の
元
旦
に
あ
ず
ま

や
周
辺
で
行
わ
れ
た
賀
詞
交
歓
会

に
は
、
八
木
沢
自
治
会
の
住
民
を

中
心
に
周
辺
地
域
の
方
を
含
め
、

約
３
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
、
里
山
公
園
整
備
事
業
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
公
園

は
人
々
が
集
ま
り
や
す
い
場
所
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
を
通

じ
て
、住
民
の
地
域
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
、

自
治
会
の
結
束
力
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

前
自
治
会
長
の
西
山
昭
男
さ
ん（
現
事
業
部
長
）は「
現
在
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
・
し
だ
れ
桜
を
中
心
に
植
樹
を
し
て
い
る
。
何
年
先
に
な

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
公
園
全
体
が
桜
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
地
域
の

人
が
集
い
花
見
を
す
る
、
そ
う
い
う
風
景
が
見
ら
れ
る
場
所
に
し
た

い
」と
、
思
い
を
未
来
に
馳は

せ
て
い
ま
し
た
。

「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
・

　
　
　

癒い
や

し
の
場
所
に
」

八木沢自治会

八木沢自治会では、平成23年
度からわがまち魅力アップ応援
事業の採択を受け、「八木沢自治
会里山公園整備事業」に取り組
んでいます。八木沢住民相互の
ふれあいを深めるとともに、癒
しの場所としても活用できる場
所を提供できるように、公園を
地域の核として整備してきまし
た。皆が集まりやすい場所を提
供することにより、地域の一体
感を深め、地元に対する愛着心
が醸成されることを期待してい
ます。今後は、案内板の設置な
ど遊歩道の整備を行い、自然観
察会や歴史勉強会などの各種イ
ベントも開催する予定です。

八
木
沢
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備



四ツ葉ス
ケッチ

　４月14日、開院１周年を
迎えた市立産婦人科病院で、
赤ちゃんとその家族が一緒に
楽しめるイベント「春のつど
い」が開催され、約100人の
参加者でにぎわいました。
　この催しは、旧産院、市立
産婦人科病院でお産を経験し
たお母さんたちにより構成さ
れたグループ「ビーンズ」の主
催により開催されました。
　当日は、ビーンズの皆さん
による劇「おへそのあな」に続
き、ピアニストの佐田詠

え

夢
む

さ
んとヴァイオリニストの寺下
真理子さんによる「SAKURA
モーニングコンサート」、産
婦人科医師の池谷美樹先生に
よる講演「妊娠中の栄養～お
母さんの食事が赤ちゃんを創
る～」と盛りだくさんの内容
で、参加した皆さんは、熱心に聞き入っていました。
　お母さんと娘のみのりちゃん（５か月）の３人で参加した小林明日香さん（下之郷）は、「小さ
な子どもと一緒に参加できるイベントがあまりない中、今回のような催しを企画していただき、
また、素晴らしい演奏を肌で感じることができてとても良かったです」と話していました。

ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
調
べ
と
講
演
会

市
立
産
婦
人
科
病
院「
春
の
つ
ど
い
」

　

４
月
６
日
、
た
く
さ

ん
の
バ
ラ
を
地
域
で
育

て
て
華
や
か
な
景
観
に

し
た
い
と
信
州
国
際
音

楽
村
公
園
バ
ラ
の
会
が

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
植
樹
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

母
袋
市
長
や
信
州
国

際
音
楽
村
若
林
理
事

長
、
バ
ラ
の
育
て
方
教
室
講
師
の
平ひ
ら

岡お
か

誠ま
こ
と

氏
が
バ
ラ

苗
を
植
樹
し
、
信
州
国
際
音
楽
村
公
園
の
東
側
芝
生

下
の
斜
面（
約
２
３
０
０
㎡
）の
一
角
に
約
４
０
０
本

の
バ
ラ
苗
を
植
え
る
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

植
樹
し
た
場
所
は
、
造
成
も
難
し
い
ほ
ど
急
な
斜

面
で
し
た
が
、
参
加
者
は
バ
ラ
苗
の
配
置
図
を
確
認

し
な
が
ら
声
を
掛
け
合
い
、
歓
談
し
な
が
ら
も
手
際

よ
く
植
樹
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

信
州
国
際
音
楽
村
公
園
バ
ラ
の
会
は
、
本
格
的
な

バ
ラ
の
育
て
方
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
と
花
好
き
な
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
平
成
23
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
金か
な

井い

秀ひ
で

夫お

会
長
は「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
平
岡
先
生
か
ら

も
お
す
み
つ
き

を
も
ら
っ
て
い

る
。
手
間
は
か

か
る
が
バ
ラ
の

開
花
を
楽
し
み

に
、
い
つ
か
は

千
本
桜
ま
つ
り

の
よ
う
に
大
勢

の
み
な
さ
ん
に

見
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
な
公

園
に
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま

し
た
。

地域に愛されるバラ公園に
信州国際音楽村公園バラの会イングリッシュローズガーデン植樹式
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　保育園に入園前の子どものふれあいの場とし
て毎月開催されている「あそびの教室」が３月
21日に武石健康センターで行われました。平
成24年度最後の教室には、武石や丸子地域か
ら11組26人の親子などが集まりました。
　始まりの会で元気に朝のあいさつ。先生によ
る絵本の読み聞かせや手遊び歌を子どもたちは
楽しんでいました。体操の時間では、ピアノに
合わせて親子で走ったり歩いたり。体操が終わ
ると月ごとのテーマに沿った遊びが始まりま
す。この日は大きな布が用意され、子どもたち
は布の上に乗ったり下に隠れたり、トンネルに
してくぐったりしていました。さようならの会
では、４月から入園予定の子どもたち４人にプ
レゼントが配られ、みんなはうれしそうに受け
取っていました。
　毎月参加していた宮下乃

の

愛
え

琉
る

ちゃんと母親の
愛さん（片羽）は「お友だちや先生と一緒に体を
動かしたり、絵本を読んでもらったりと毎回楽
しく参加できました」と話してくれました。

　

真
田
地
域
を
走

る
新
デ
ザ
イ
ン
路

線
バ
ス
の
出
発
式

が
３
月
12
日
に
ゆ

き
む
ら
夢
工
房
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
路
線
バ
ス
の

デ
ザ
イ
ン
は
、
上

田
バ
ス（
株
）
と

長
野
大
学
の
産
学

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
の
中
で

生
ま
れ
た
も
の
で

す
。
長
野
大
学
企

業
情
報
学
部
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
の
禹う

在ざ
い

勇ゆ
う

教
授
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
と
同
大
デ
ザ
イ
ン
サ
ー
ク
ル
の
学
生
が
上
田
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
、
学
内
選
考
と
上
田
バ
ス
の
社
内
選
考
を
経

て
、
海か
い

瀬せ

香か
お

里り

さ
ん（
曲
尾
・
写
真
中
央
）の
デ
ザ
イ
ン
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
通
学
で
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
海
瀬
さ
ん
は
、「
利
用
者
の
目
線

で
、
乗
り
や
す
く
、
人
に
優
し
い

バ
ス
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
デ
ザ
イ
ン

し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
路
線
バ
ス
の
体
験
乗
車

に
訪
れ
た
、
い
ず
み
幼
稚
園
の
園

児
た
ち
は「
い
つ
も
運
転
あ
り
が

と
う
。こ
れ
か
ら
も
安
全
運
転
で
」

と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
バ
ス
の
歌
を

運
転
手
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
後
、

競
う
よ
う
に
真
新
し
い
車
内
に
乗

り
込
み
、
車
窓
か
ら
笑
顔
で
手
を

振
り
な
が
ら
幼
稚
園
ま
で
の
帰
路

を
楽
し
み
ま
し
た
。

真田地域の大学生が車体デザイン

新デザインの路線バス出発式

未
就
園
児
の
ふ
れ
あ
い
の
場「
あ
そ
び
の
教
室
」

心
も
体
も
大
き
く
育
っ
て
ね
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
掲載希望の方は広報情報課（TEL23・8241）までご連絡ください。

人口：161,337人　　男：78,835人　　女：82,502人　　世帯数：65,234世帯
　　　（3,437人）　　　　（1,607人）　　　　（1,830人）

人の動き（平成25年４月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

　

市
内
の
文
化
団
体
や
経
済
団
体
で
組
織
す
る「
〜
交

流
・
文
化
施
設
へ
の
期
待
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
〜　

文

化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」で
は
、
交
流
・

文
化
施
設
の
開
館
に
向
け
、
３
月
22
日
、
上
田
市
民
会

館
で「
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
の
集
い　

Vol.
１
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
文
化
・
芸
術
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
母
袋
市
長
と
落
語
家
の
立
川

談
春
さ
ん
、
立
川
談
慶
さ
ん
の
３
人
に
よ
る
対
談
の
ほ

か
、
２
人
の
落
語
家
に
よ
る
落
語
会
を
行
い
、
市
内
外

か
ら
約
７
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
談
で
、
立
川
談
春
さ
ん
は「
ホ
ー
ル
は
文
化
で
あ

り
人
を
育
て
る
場
所
、
ホ
ー
ル
に
人
が
集
ま
れ
ば
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
も
上
田
に
来
る
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
ど

ん
ど
ん
交
流
・
文
化
施
設
に
来
て
ほ
し
い
」、
立
川
談

慶
さ
ん
は
、
佐
久
市
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
館
長
を
務
め
た
体

験
に
触
れ
な
が
ら「
地
元
の
人
達
と
の
接
点
を
持
っ
た

施
設
に
す
べ
き
」、
ま
た
、
母
袋
市
長
か
ら
は
施
設
の

理
念
や
、
目
的
で
あ
る「
育
成
」へ
の
思
い
が
熱
く
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

交
流
・
文
化
施
設
開
館
に
向
け
、
ま
た
、
文
化
の
薫

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
催

し
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
流
・
文
化
施
設
の
開
館
に
向
け
て

記
事
投
稿
／
〜
交
流
・
文
化
施
設
へ
の
期
待
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
〜

　
　
　
　
　

文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、次のアドレスに空メールを送るか、
右の二次元バーコードをご利用ください。
mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  広報情報課　TEL23・8241 登録アドレス

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市広報情報課宛▲

TEL　23・8241　

▲

FAX　23・5241▲

Eメール　koho@city.ueda.nagano.jp▲

上田市ホームページ　http：//www.city.ueda.nagano.jp/
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